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山清路２号トンネルのタスクフォースについて 
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長野国道事務所が管理する国道１９号は，線形が悪いだけでなく，地質が脆弱なため，地滑

りや落石等の災害発生率が高い区間がある．これらの危険箇所の回避を目的として，現在，山

清路２号トンネル工事を施工中である．整備効果の早期発現のため計画的な工事進捗が求めら

れているが，現場では早急に解決すべき課題が山積している状況である．本論文では各課題に

対して優先順位を付け，早急に課題解決を行うことを目的として設置されたタスクフォースに

ついて説明する． 
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1.  はじめに 

 国道１９号の長野県長野市から長野県東筑摩郡生坂村

間では，犀川に沿って急峻な山あいを縫うように走って

おり，また地質が脆弱なため，地滑り，崩落，土石流，

落石等の災害発生率が高い区間となっている．長野国道

事務所では，これらの防災危険箇所の回避や線形不良及

び狭小幅員の解消を目的として，一般国道１９号 長野

１９号防災（山清路地区）事業を実施している．現在施

工中のＲ４国道１９号防災山清路２号トンネル工事は，

それらの危険個所を回避し，安全性・信頼性を確保する

ことを目的に，総延長約１．１ｋｍのトンネルを発破掘

削及び機械掘削により整備を行うものである（図-1）． 
   

 
図-1 山清路２号トンネル工事概要 

 
しかしながら，山清路２号トンネル工事では，トンネ

ル起点側（松本市側）坑口上部法面の不安定化，トンネ

ル終点側（長野市側）の掘削補助工の要否判定や施工計

画の見直し，更にはトンネル掘削発生土の搬出場所確保

の問題等，複数の課題が混在した状況であった． 
 この混在した課題を効率的かつ迅速的に解決するべく，

長野国道事務所ではタスクフォースの設置を検討し，主

任監督員（以下，建設監督官とする）を筆頭とした山清

路２号トンネルタスクフォースを設置した． 
本論文では山清路２号トンネルタスクフォースの目的

や課題対応の方法，タスクフォースを設置したことによ

り得られた効果等を説明する．  
 

2.  山清路２号トンネルタスクフォースの取組概要 

 本章ではタスクフォースの一般的な目的や，山清路２

号トンネルタスクフォースでの具体的な組織構成，取組

内容等を記す． 
 
(1)   一般的なタスクフォース 
 タスクフォースとは軍事用語として使用され，特別な

任務の遂行のために編成され，高い機動性を発揮する部

隊を指す．また，ビジネスにおけるタスクフォースとい

う用語は，特定の問題や課題を迅速に解決するために一

時的に構成する組織を指す．  
 
(2)   山清路2号トンネルタスクフォース 
前述したとおり，タスクフォースでは，特定の問題や課

題を迅速に解決するために一時的に構成する組織を指す．

山清路２号トンネルタスクフォースでは建設監督官を筆

頭に，施工業者の現場代理人及び監理技術者，施工業者

の支店本部長，工務課，計画課及び設計コンサルタント

をメンバーに入れた組織となっている（図-2）．   
また，必要に応じて当工事に関わる技術系副所長の

出席を求め，緊急性の高い課題に対しての迅速的な判断

が行える体制を取っている． 
タスクフォースの開催時期は固定せず、解決が必要

な課題が生じた段階で対面またはWeb併用のスタイルで

臨機に開催する形を取っている．これにより多方面から



 

2 

 

の課題対応を計り，対応の迅速化を目指す．  
 

 

 
図-2  山清路2号トンネルタスクフォースの構成図 

 
 

3.  タスクフォースの取組内容 

 本章では山清路２号トンネルタスクフォースにて実際

に使用している課題整理表を用いた取組内容を記す． 
 
山清路２号トンネルタスクフォースでは課題整理表

（表-1）を用い多岐にわたる課題の共有を図っている．

課題整理表の共有による課題の見える化により，各部署

にて課題の明確化や対応する担当部署の選定，課題の対

応状況の把握等を行うことが出来る．これにより曖昧で

あった課題の担当を記載し，各課題について期限を設け

ることで責任の所在と時間軸を明確にすることができる． 
 

表-1 課題整理表 
番号 課題項目 担当 回　答（時期の記載も含む） 時期（期限）

1

2

3

課題テーマ

 
 
 このように，山清路２号トンネルタスクフォースでは

独自の組織構成や課題整理表の作成及び共有を行うこと

で混在した課題の整理及び対応を行っている． 
 実際に対応した課題内容について記す． 
 
(1) 終点側坑口部の設計 
 山清路２号トンネル工事における終点側坑口付近の設

計に関しては，現道から坑門までの工事用道路等の施工

計画が調整中であったこと，坑口部付近の地山における

掘削補助工の要否が調整中であったこと，施工時に支障

となる占用物件の未移設等，複数の課題が混在している

状態であり，トンネルを掘り進めるうえでは解決が必要

不可欠であった．そこで計画課から修正設計業務が発注

され，この業務の受注者である設計コンサルタントを山

清路２号トンネルタスクフォースのメンバーとして追加

し，課題を整理した．課題項目を終点側の坑口付近設計

方針，作業担当部署を計画課及び設計コンサルタントと

して課題対応の計画を行った． 
 
(2) 掘削発生土の整理 
 当工事の掘削発生土は，他工事の建設資材として土を

利用できるかを判定した後に一時的に仮置場へ運搬する

必要がある．しかし判別した土の運搬先である仮置場の

調整不足により，トンネルの掘削前に仮置場の確保がで

きなければ掘削を止めざるを得ない状況であった．  
 トンネルの掘削を進めるために解決に急を要するこの

課題に対し，担当部署を建設監督官及び計画課として掘

削土の搬出計画作成や仮置場の確保等の整理を行った． 
 
(3) 安全管理体制 
 その他の課題テーマとして安全管理体制の見直しが挙

げられた． 
 起点側坑口上部法面の不安定化（タスクフォース設置

前の事象）に伴い，当初計画より更に安全に配慮をする

必要が生じたため，トンネル掘削に向けてより詳細な現

地状況を把握することを目的に，地下水位を計測するた

めの観測井の設置，及び坑口上部法面の沈下計測等を追

加で行うこととした． 
 この課題項目については施工業者及び建設監督官を担

当とし，必要な計測や適切な管理基準の検討を行った． 
 

4. 山清路２号トンネルタスクフォースの取組結果 

 本章では混在した課題に対し，山清路２号トンネルタ

スクフォースにて実際に取り組んだ結果について記す． 
  
(1)  終点側坑口部の設計 
 前述したとおり，過年度業務における終点側坑口付近

の設計に関して課題が混在した状況であったため，この

課題に関してタスクフォースに設計コンサルタントを入

れ課題対応を行った（表-2）． 
 設計の具体的な依頼は対面にて行った．会議では，設

計コンサルタント，計画課，工務課，施工業者，建設監

督官のそれぞれが一堂に会し，リアルタイムで設計方針

等を議論することができ，混在する課題に対して迅速に

方向性を決めることができた．また，それぞれ期限を設

けることで１つ１つ課題を解決し，終点側設計について

課題の根本的な解決を計ることができた． 
   

表-2 課題整理表 終点側坑口付近の設計 
番号 課題項目 担当 回　答（時期の記載も含む） 時期（期限）

1 坑口付近設計方針 計画課
現地調査を踏まえ施工ステップを見直し、
工事発注資料を作成するようコンサルに対応指示。

２０２４年１２月中

終点側

 
(2)   掘削発生土の整理 
 前述したとおり，トンネルの掘削による発生土の受入

れ作業について仮置場の調整不足があった． 
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 課題の整理は第１回タスクフォース会議まで（２０２

４年８月上旬）を期限とし，表-3のとおり掘削発生土の

全体のボリュームに対して建設資材として利用できる土

の割合とそれに応じた土を置ける可能性がある仮置場の

整理を行った．課題解決には実工程との足並みを揃える

必要があることから，担当には計画課だけで無く建設監

督官も指定した． 
 早期に対応するべきである当課題のような緊急性の高

いものについて，タスクフォースの組織としての課題解

決能力を発揮できた事例である． 
 

 表-3 課題整理表 掘削発生土の整理 
番号 課題項目 担当 回　答（時期の記載も含む） 時期（期限）

1 掘削発生土の整理
建設監督官

計画課
利用できる土は全体に対して６割の予定。
発生土の新たな仮置場について関係者に協議を行う。

第１回タスクフォース時

当面の確認項目

 
 
(3) 安全管理体制 
 前述したとおり，起点側坑口上部法面のに伴い当初よ

り更に安全に配慮をする必要があったため，施工業者と

建設監督官間にて安全管理体制の再検討が行われた（表

-4）． 
 この課題については第２回タスクフォース会議（８月

下旬）に報告され，現場の確認や意見交換の頻度と管理

体制を見直すこととなり，管理体制に関しては法面や地

下水位，坑内の変位等の計測においてそれぞれ管理基準

値を設定し，基準値に応じて建設監督官だけでなく事務

所にも報告するという体制を設けることとなった． 
 当事例のように，中期的な対応方針を各部署の目線で

適切か判断できることもタスクフォースを設置するうえ

での強みであることがわかる事例である． 
 

表-4 課題整理表 安全管理体制 
番号 課題項目 担当 回　答（時期の記載も含む） 時期（期限）

1 坑口付近設計方針 計画課
現地調査を踏まえ施工ステップを見直し、
工事発注資料を作成するようコンサルに対応指示。

２０２４年１２月中

終点側

 
 
 
5.  タスクフォースの効果検証 
 
 本章では山清路２号トンネルタスクフォースの取組内

容を踏まえ，タスクフォースの設置により期待される効

果と課題を記す． 

 
(1) 期待される効果 
 期待される効果は以下のとおりである． 

(a)作業期間の短縮 
トンネル終点側坑口付近の修正設計については，前

述したように，設計コンサルタントをタスクフォースに

加え，課題対応を行った．実際に修正設計業務を設計コ

ンサルタント業者が作業を始めてから工事の施工業者に

引き渡すまでには，設計コンサルタントの成果品を計画

課が精査し，その結果を工務課が精査，それをまた施工

業者が精査．と成果の引き渡しに時間を有する． 
対して，山清路２号トンネルタスクフォースでは設

計コンサルタントの成果品に対し，会議を設置すること

で計画課のみならず主任監督員，工務課，現場代理人，

監理技術者，施工業者の支店まで同時に目を通すことが

できる．目安としてではあるが，設計コンサルタントが

提出した業務工程を元にすると，修正設計業務にかかる

作業期間が４か月間，加えて成果品に対して各部署が精

査し修正作業が完了するまでにかかる期間が各所管で１

か月間とする．この場合，通常時では施工業者への設計

成果引き渡しに７か月間かかるのに対し，タスクフォー

スを活用するとで５か月間で引き渡すことができるため，

２か月分の短縮が実現できたと考えられる（グラフ-1）． 
 

グラフ-1 修正設計作業期間比較 

 
  
 
(b)PDCAサイクルの円滑化 
前述したとおり，課題整理表の共有により課題の明確

化や対応する担当部署の選定，課題の対応状況の把握等

を行うことが出来たが，この課題整理表の作成及び共有

によるメリットとしてPDCAサイクルの円滑化が挙げら

れる．各課題に対し，課題項目と担当の選定により対応

等を計画し，期限を決めて次回の会議までに作業を行う．

課題の対応結果を対面の会議にて確認し次の対応を検討

する．このPDCAサイクルを課題整理表の作成及び共有

を通して円滑に進めることができるため，課題対応の迅

速化が期待される（図-4）． 
 

 
図-4 課題整理表とPDCAサイクル 
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(2) 考えられる課題 
 タスクフォースを設置することによる様々なメリット

を述べたが，対応を通して３つの課題が挙げらる． 
(a)機動力の低下 
 まず１つは組織としての機動力である．山清路２号ト

ンネルタスクフォースでは組織として多方面での課題対

応を行うことが出来る反面，施工業者の本部や設計コン

サルタント等，多くの部署で組織を構成していることか

ら日程調整等に弱く，突発的な課題の発生に関しては機

動力に欠けると感じたことがあった． 
(b)作業期限の設定 
 次に作業期限の設定である．各部署にて課題対応が行

われ，それぞれの課題に対して会議にて期限設定を行っ

ているが，メールや電話での作業報告により作業の手戻

りが発生することがあった．作業内容の計画は会議にて

各部署間にて行うことで意思の統一を計ることが出来る

が，報告自体は通常の報告と変わらず空中戦となってし

まい，結果的に作業に遅れが生じてしまった．  
(c)問題意識の相違 
 最後に課題に対する問題意識の相違である．情報共有

の一括化は山清路２号トンネルタスクフォースの大きな

強みであるが，課題の優先順位や重要度について各部署

にて問題意識にギャップが生じてしまい，上記と同様，

課題に関する対応の遅れがあった． 
 上記３つの課題については，タスクフォースのメンバ

ーをより少数精鋭とすることや課題の重要度・優先度の

明確化を行うことにより，更なる課題解決の迅速化を計

ることができると考えられる． 
 

6.  まとめ 

 本論文では混在した課題に対してタスクフォースとい

う対応方針で課題の迅速的な解決を計る手段を説明した

が，少子高齢化による担い手不足から業務の効率化が注

目視される昨今，課題に対していかに効率的かつ迅速的

に解決できるかに重きを置いたとき，タスクフォースの

設置が問題対応の選択肢となり，何かの解決への近道と

なることを願う． 
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